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　大学では今，　大学では今，２００９年問題，２００９年問題，２０２０

０９年になると大学進学希望者数か０９年になると大学進学希望者数か

大学入学定員を下回り，大学入学定員を下回り，必然的に定必然的に定

員割れがおきるということが大きな員割れがおきるということが大きな

問題となっており，問題となっており，各大学は生き残各大学は生き残

りをかけてその対応策に取り組んでりをかけてその対応策に取り組んで

いる．いる．進学希望者数の減少していく進学希望者数の減少していく

時代にあっては，時代にあっては，規模の拡大による規模の拡大による

スケールメリットは望むべくもなく，スケールメリットは望むべくもなく，

その具体的な対策の一つとして，その具体的な対策の一つとして，大大

学の個性化，学の個性化，いかにしてその大学のいかにしてその大学の

特色をアピールするかということが特色をアピールするかということが

真剣に検討されている．真剣に検討されている．また，また，企業に企業に

おいても，おいても，近年総合電機業界を筆頭近年総合電機業界を筆頭

に不採算分野からの撤退，に不採算分野からの撤退，百貨店か百貨店か

ら専門店へという傾向か見られる．ら専門店へという傾向か見られる．

学会においても，学会においても，社会状況の影響を社会状況の影響を

逃れるすべはなく，逃れるすべはなく，規模の拡大は困規模の拡大は困

難な状況にあり，難な状況にあり，質の充実が求めら質の充実が求めら

れている．れている．

　このような中で，　このような中で，本学会が生き本学会が生き

残っていくためには会員の必要とす残っていくためには会員の必要とす

るサービス，るサービス，満足してもらえるサー満足してもらえるサー

ビスを提供しつづけることが肝要でビスを提供しつづけることが肝要で

ある．ある．これまで，これまで，本学会は，本学会は，会員に対会員に対

するサービスとして集会事業するサービスとして集会事業((講演講演

会，会，セミナー，セミナー，教育講座など教育講座など))，，出版出版

事業事業((学会誌など学会誌など))を通して情報を提を通して情報を提

供してきたが，供してきたが，これらはほとんど学これらはほとんど学

会から会員への一方通行のサービス会から会員への一方通行のサービス

であった．であった．これに対して，これに対して，油空圧情報油空圧情報

センターは会員と学会とのやりとりセンターは会員と学会とのやりとり

のあるサービスを目指して設立されのあるサービスを目指して設立され

ている．ている．油空圧に関する広範囲な油空圧に関する広範囲な

データベースは文献検索システムをデータベースは文献検索システムを

介して会員に必要とされる情報を提介して会員に必要とされる情報を提

供し，供し，さらに企業からの依頼を受けさらに企業からの依頼を受け

て，て，特定のテーマについて文献デー特定のテーマについて文献デー

タの分析タの分析・・加工を行うことも目標と加工を行うことも目標と

して設立された．して設立された．

　設立当初は，　設立当初は，電話を介して文献検電話を介して文献検

索を行っていたが，索を行っていたが，今年からはイン今年からはイン

ターネットを利用して，ターネットを利用して，学会のホー学会のホー

ムページ上で文献検索が行えるようムページ上で文献検索が行えるよう

になった．になった．また，また，油空圧に関する国際油空圧に関する国際

会議，会議，国内の学会講演会の報告，国内の学会講演会の報告，最新最新

の文献の抄録などを紹介するためにの文献の抄録などを紹介するために

発行してきた発行してきた HPlC Quarterly  HPlC Quarterly も来年かも来年か

らはインターネット上で発行していらはインターネット上で発行してい

くことになっている．くことになっている．このような情このような情

報の分野における技術の目覚しい発報の分野における技術の目覚しい発

達に対応して，達に対応して，一層利用しやすい油一層利用しやすい油

空圧情報センターを目指していかな空圧情報センターを目指していかな

くてはならない．くてはならない．

　決して大きくはないが，　決して大きくはないが，会員に満会員に満

足してもらえる専門学会にしよう．足してもらえる専門学会にしよう．

油空圧情報センター長就任にあたり油空圧情報センター長就任にあたり

上智大学　池尾　茂上智大学　池尾　茂



１．１．はじめにはじめに

　１９９８年６月２１日～２４日にかけ　１９９８年６月２１日～２４日にかけ

て，て，米国ワシントン D.C.D.C.で開催されたで開催された

ASME (American Society of Mechanical En-ASME (American Society of Mechanical En-

gineers) gineers) 主催の主催の Fluid Engineering Division Fluid Engineering Division

Summer Symposium & Forum Summer Symposium & Forum （米国機械学（米国機械学

会流体工学部門年次講演会）会流体工学部門年次講演会）に参加してに参加して

論文を発表する機会をえた．論文を発表する機会をえた．ここではこここではこ

の会議の概略と，の会議の概略と，この会議における米国この会議における米国

流体工学関連の最新研究動向について報流体工学関連の最新研究動向について報

告する．告する．

２．２．会議開催会場とその周辺会議開催会場とその周辺

　会議の開催場所であるワシントン　会議の開催場所であるワシントンD.C.D.C.

は，は，ご承知のようにアメリカ合衆国の首ご承知のようにアメリカ合衆国の首

都であり，都であり，政治と文化の中心でもある．政治と文化の中心でもある．特特

にスミソニアン博物館群はアメリカ人のにスミソニアン博物館群はアメリカ人の

誇りと見え，誇りと見え，会議休憩中の会話の中でも，会議休憩中の会話の中でも，

ワシントンワシントンD.C.D.C.を訪れるのは初めてだ，を訪れるのは初めてだ，

と言うと，と言うと，必ず決まって必ず決まって「スミソニアン「スミソニアン

に行ったかに行ったか??」」と問われるほどであった．と問われるほどであった．

また会場のまた会場の The Renaissance Mayflower Ho- The Renaissance Mayflower Ho-

tel tel は，は，あのホワイトハウスに程近い，あのホワイトハウスに程近い，ワワ

シントンでは非常に伝統と格式あるホテシントンでは非常に伝統と格式あるホテ

ルで，ルで，メインロビーには豪華なシャンデメインロビーには豪華なシャンデ

リアが伝統を醸し出していたリアが伝統を醸し出していた((写真１写真１))．．

会議は，会議は，このホテル１階の大会議場と２このホテル１階の大会議場と２

階の中小１２の部屋を会場に行われた．階の中小１２の部屋を会場に行われた．

３．３．基調講演基調講演

　会議は各日とも，　会議は各日とも，午前８時の基調講演午前８時の基調講演

で始まる．で始まる．常々アメリカの学会に参加し常々アメリカの学会に参加し

て思うことは，て思うことは，彼らの朝が極めて早いこ彼らの朝が極めて早いこ

とである．とである．会議が８時から始まるので，会議が８時から始まるので，

セッションチェアマンとの打ち合わせをセッションチェアマンとの打ち合わせを

兼ねた朝食会は，兼ねた朝食会は，７時ごろより始まるの７時ごろより始まるの

が普通で，が普通で，会場のレジストレーションも会場のレジストレーションも

７時から開いている．７時から開いている．とにかく朝は早い．とにかく朝は早い．

　１日目の基調講演は，　１日目の基調講演は， ASME  ASME のの Research Research

DirectorDirector，，Haward Clark Haward Clark 博士による，博士による，「新「新

たな流体工学技術の産学協同に関わるたな流体工学技術の産学協同に関わる

ASME ASME の役割」の役割」と題して，と題して，研究センター研究センター

としてのとしての ASME  ASME の位置づけに関する講演の位置づけに関する講演

が行われた．が行われた． ASME  ASME の流体工学部門では，の流体工学部門では，

学会を仲介として大学学会を仲介として大学¥¥研究機関と企業研究機関と企業

間の，間の，いわゆる産学協同体制を密にして，いわゆる産学協同体制を密にして，

研究者や技術者の製品開発と応用を支援研究者や技術者の製品開発と応用を支援

する体制を整えつつある．する体制を整えつつある．学会学会 (ASME) (ASME)

側では，側では，金融支援委員会金融支援委員会  ( S u p p o r t ( S u p p o r t
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Committee)Committee)，，経営支援委員会経営支援委員会 (Manage (Manage

Consortium)Consortium)，，技術指導組織技術指導組織 (Conduct (Conduct

Peer)Peer)，，研究委員会研究委員会 (Research Committee) (Research Committee)

の４つの体制組織を準備し，の４つの体制組織を準備し，支援支援

(Support)(Support)，，提案提案 (Proposal) (Proposal)，，立案立案 (Project) (Project)

の仲介を積極的に行っている．の仲介を積極的に行っている．この産学この産学

協同体制の年間資金は現在約１５０億円協同体制の年間資金は現在約１５０億円

($($１０００万１０００万))で，で，今後も増える予定との今後も増える予定との

ことである．ことである． ASME  ASME が音頭を取って，が音頭を取って，流流

体工学のユーザーや研究者と関連企業と体工学のユーザーや研究者と関連企業と

の間の架け橋となり，の間の架け橋となり，個々の研究体制個々の研究体制・・ププ

ロジェクトをプロモートすることを盛んロジェクトをプロモートすることを盛ん

に強調していた．に強調していた．日本の学会にはあまり日本の学会にはあまり

見られない，見られない，産学協同体制における学会産学協同体制における学会

としての取り組みの一つの理想的な姿をとしての取り組みの一つの理想的な姿を

見たような気がした．見たような気がした．

　３日目の基調講演は，　３日目の基調講演は，NASA NASA のアシスのアシス

タントチーフエンジニアのタントチーフエンジニアの M u r r a y M u r r a y

S.Hirschbein S.Hirschbein 博士による，博士による，「工学的なツー「工学的なツー

ルとしての将来の方向性」ルとしての将来の方向性」と題した，と題した，

NASA NASA の研究内容の将来像に関する報告の研究内容の将来像に関する報告

であった．であった．前半は前半は NASA ( NASA (米国米国))が現在あが現在あ

るいは将来にわたって推進する４つの柱るいは将来にわたって推進する４つの柱

として，として，（１）（１）飛行体飛行体 (Aircraft) (Aircraft)，，（２）（２）地地

球科学球科学 (Earth Science) (Earth Science)，，（３）（３）宇宙科学技宇宙科学技

術術 (Space Science Technology) (Space Science Technology)，，（４）（４）有人有人

探査探査 (Human Exploration)  (Human Exploration) が紹介された．が紹介された．

（１）（１）の飛行体の話では，の飛行体の話では，コスト削減に重コスト削減に重

点が置かれ，点が置かれ，２０年後には移動コストと２０年後には移動コストと

飛行時間を半分にし，飛行時間を半分にし，信頼性を１０００信頼性を１０００

０倍に上げるための数々の応用研究を進０倍に上げるための数々の応用研究を進

行中とのことである．行中とのことである．太平洋スーパー工太平洋スーパー工

クスプレスクスプレス（日本米国間を６時間で飛行（日本米国間を６時間で飛行

する航空機）する航空機）計画もこの中に含まれてい計画もこの中に含まれてい

る．る．また環境に配慮して騒音を２０年後また環境に配慮して騒音を２０年後

に３０％削減するとのことである．に３０％削減するとのことである．（２）（２）

の地球科学の話では環境問題，の地球科学の話では環境問題，特にオゾ特にオゾ

ンホールの観測体制と地球温暖化の防止ンホールの観測体制と地球温暖化の防止

に重点が置かれていた．に重点が置かれていた．この点ではエネこの点ではエネ

ルギー大消費国ルギー大消費国¥¥米国の取り組みを期待米国の取り組みを期待

したい．したい．（３）（３）の宇宙科学技術の話では，の宇宙科学技術の話では，

太陽エネルギー利用や宇宙構造の解明，太陽エネルギー利用や宇宙構造の解明，

宇宙の起源など，宇宙の起源など，科学的に解決すべき大科学的に解決すべき大

きな興味ある問題のいくつかに対する取きな興味ある問題のいくつかに対する取

り組みが紹介された．り組みが紹介された．（４）（４）の有人探査のの有人探査の

話では，話では，宇宙ステーション，宇宙ステーション，微小量カ実微小量カ実

験，験，有人火星探査など，有人火星探査など，いわゆるこれまいわゆるこれま

での宇宙飛行のでの宇宙飛行のNASANASAの看板にふさわしの看板にふさわし

い取り組みが紹介された．い取り組みが紹介された．後半では，後半では，ここ

れら４つの柱を実現するため，れら４つの柱を実現するため， NASA  NASA のの

研究の将来構想研究の将来構想 (Intelligent Synthesis Envi- (Intelligent Synthesis Envi-

ronment Vision : lSEronment Vision : lSE構想構想) ) が紹介された．が紹介された．

このこの ISE ISE構想では，構想では，次の４つの計算機情次の４つの計算機情

報環境の整備が重要であると指摘してい報環境の整備が重要であると指摘してい

る．る．すなわち，すなわち，（１）（１）人間中心型コンピュー人間中心型コンピュー

ティングの実現，ティングの実現，（２）（２）テラテラ Flops  Flops コンコン

ピュータやピュータや DNA  DNA コンピュータ，コンピュータ，次世代次世代

インターネットなどの情報通信インフラインターネットなどの情報通信インフラ

の整備，の整備，（３）（３）ラピッドシンセシスラピッドシンセシス (Rapid (Rapid

Synthesis) Synthesis) やラピッドプロトタイピングやラピッドプロトタイピング

(Rapid Prototyping) (Rapid Prototyping) と呼ばれる実時間解析と呼ばれる実時間解析

技術，技術，いわゆる数値シミュレーションやいわゆる数値シミュレーションや

実時間モデル生成，実時間モデル生成，人工現実感人工現実感（バーチャ（バーチャ

ルリアリティ）ルリアリティ）技術の応用，技術の応用，（４）（４）知的ラ知的ラ

イフサイクルの創造，イフサイクルの創造，である．である．１時間の１時間の

講演は息もつかせぬ早口で，講演は息もつかせぬ早口で，外国人の私外国人の私

には半分も聞き取れなかったが，には半分も聞き取れなかったが，豊富な豊富な

カラースライドとその勢いのある話術は，カラースライドとその勢いのある話術は，

時間を感じさせないほどすばらしいもの時間を感じさせないほどすばらしいもの

で，で，同席した共著者のコガネイ同席した共著者のコガネイ・・伊藤氏伊藤氏

とも，とも，さすがさすが NASA  NASA のチーフエンジニアのチーフエンジニア

だと感心しあった．だと感心しあった．

４．４．技街セッションの全体的な研究動向技街セッションの全体的な研究動向

　技術論文講演セッションは，　技術論文講演セッションは，シンポジシンポジ

ウムとフォーラムの２つに別れ，ウムとフォーラムの２つに別れ，４日間４日間



にわたり同時並行で行われた．にわたり同時並行で行われた．シンポジシンポジ

ウムとフォーラムの違いについて，ウムとフォーラムの違いについて，著者著者

らが参加らが参加・・講演した講演した  ““Industrial and Envi-Industrial and Envi-

ronmental Applications of Fluid Mechanicsronmental Applications of Fluid Mechanics””

セッションのアメリカ側オーガナイーセッションのアメリカ側オーガナイー

ザーであるザーである T.B.Morrow  T.B.Morrow 博士にたずねたと博士にたずねたと

ころ，ころ，シンポジウムの論文は複数のレシンポジウムの論文は複数のレ

ビュアーによるフルペーパー時点での査ビュアーによるフルペーパー時点での査

読が要求され，読が要求され，フォーラムの論文はアブフォーラムの論文はアブ

ストラクト段階の査読のみで，ストラクト段階の査読のみで，速報性が速報性が

重視される，重視される，とのことであった．とのことであった．アメリアメリ

カの特許戦略は，カの特許戦略は，先発案主義や概念特許先発案主義や概念特許

主義をとっており，主義をとっており，学会での発表の速報学会での発表の速報

性が特許取得のための第１段階でもある性が特許取得のための第１段階でもある

ようだ．ようだ．従って研究者もフォーラムへ投従って研究者もフォーラムへ投

稿するか，稿するか，シンポジウムヘ投稿するかをシンポジウムヘ投稿するかを

使い分けているようである．使い分けているようである．これは著者これは著者

の一人が一昨年参加した別の学会の一人が一昨年参加した別の学会（（STLESTLE

: : 米国トライボロジー学会）米国トライボロジー学会）でも同様で，でも同様で，

アメリカでは論文としての発表，アメリカでは論文としての発表，投稿の投稿の

前に，前に，必ずその簡単な概念をアイディア必ずその簡単な概念をアイディア

の形で学会で発表して公表しておくようの形で学会で発表して公表しておくよう

である．である．このあたりも，このあたりも，産学協同体制に産学協同体制に

おける開発製品特許のアメリカと日本のおける開発製品特許のアメリカと日本の

違いともなっているのであろうか．違いともなっているのであろうか．

　シンポジウムについては以下に示す１　シンポジウムについては以下に示す１

２のテーマによるオーガナイズトセッ２のテーマによるオーガナイズトセッ

ションが企画された．ションが企画された．なおカッコ内はなおカッコ内は

セッション数で，セッション数で，各セッションとも４～各セッションとも４～

５件の講演発表が組まれ，５件の講演発表が組まれ，シンポジウムシンポジウム

での発表件数はおよそ２２０件であった．での発表件数はおよそ２２０件であった．

　（１）　（１）有限要素法の流体力学への応用有限要素法の流体力学への応用

(2)(2)

　（２）　（２）計算流体力学における計算手法計算流体力学における計算手法

の開発の開発 (1)(1)

　（３）　（３）境界層と自由せん断流れ境界層と自由せん断流れ (4)(4)

　（４）　（４）渦流れとその応用渦流れとその応用 (3)(3)

　（５）　（５）２層流のための数値解析手法２層流のための数値解析手法(7)(7)

　（６）　（６）環食環食 (2)(2)

　（７）　（７）流れの可視化とレーザー計測流れの可視化とレーザー計測(5)(5)

　（８）　（８）エアレーション技術エアレーション技術 (3)(3)

　（９）　（９）製造工程における流れ製造工程における流れ (3)(3)

　（１０）　（１０）計算流体力学プログラムの計算流体力学プログラムの

妥当性の実験的検証妥当性の実験的検証 (4)(4)

　（１１）　（１１）夕一ポ機械の流体力学的夕一ポ機械の流体力学的

数値モデル化の進展数値モデル化の進展 (8)(8)

　（１２）　（１２）外力による流体中の粒子の外力による流体中の粒子の

移動操作移動操作 (4)(4)

　（１３）　（１３）その他の一般講演その他の一般講演 (1)(1)

　同様にフォーラムについても以下の１　同様にフォーラムについても以下の１

５のテーマによるオーガナイズドが企画５のテーマによるオーガナイズドが企画

されていた．されていた．フォーラムでの発表件数もフォーラムでの発表件数も

シンポジウム同様におよそ２２０件でシンポジウム同様におよそ２２０件で

あった．あった．

　（１）　（１）混相流混相流(3)(3)

　（２）　（２）キャビテーションと混相流キャビテーションと混相流(4)(4)

　（３）　（３）流れの計測と計装流れの計測と計装(4)(4)

　（４）　（４）非定常流れ非定常流れ(3)(3)

　（５）　（５）流体力学の工業および流体力学の工業および

環境分野への応用環境分野への応用(6)(6)

　（６）　（６）流体機械流体機械(3)(3)

　（７）　（７）高速噴流高速噴流(5)(5)

　（８）　（８）層流層流(2)(2)

　（９）　（９）乱流乱流(5)(5)

　（１０）　（１０）遷移流れおよび乱流の制御遷移流れおよび乱流の制御(1)(1)

　（１１）　（１１）不透明な混相流の計測不透明な混相流の計測(2)(2)

　（１２）　（１２）自由境界面の流体力学的自由境界面の流体力学的

数値モデル化の進展数値モデル化の進展(6)(6)

　（１３）　（１３）３次元流れ３次元流れ(2)(2)

　（１４）　（１４）自動車における流れへの自動車における流れへの

計算力学の応用計算力学の応用(1)(1)

　（１５）　（１５）流体工学教育分野への流体工学教育分野への

取り組み取り組み(2)(2)

　シンポジウムとフォーラムの各技術　シンポジウムとフォーラムの各技術

セッションの他に，セッションの他に，今回の会議より始今回の会議より始

まった新しい企画として，まった新しい企画として， Industry Ex- Industry Ex-



change Program Session (IEP Session) change Program Session (IEP Session) が盛が盛

況であった．況であった．このセッションは，このセッションは，工業的工業的・・

実用上の問題点や経験的な情報，実用上の問題点や経験的な情報，問題に問題に

対する有効な手段等の先見的な情報を与対する有効な手段等の先見的な情報を与

えることと，えることと，研究者とユーザー，研究者とユーザー，流体工流体工

学に関連した機器学に関連した機器・・システムを扱う多くシステムを扱う多く

の企業家の間の相互の関係を取り持つこの企業家の間の相互の関係を取り持つこ

とを趣旨として企画されたもので，とを趣旨として企画されたもので，講演講演

者のほとんどが企業の技術者あるいは者のほとんどが企業の技術者あるいは

ユーザーであった．ユーザーであった．今回は以下の５テー今回は以下の５テー

マについて独自にマについて独自に IEP  IEP セッションが企画セッションが企画

された．された．なおカッコ内は話題提供の講演なおカッコ内は話題提供の講演

者数である．者数である．

　（１）　（１）水撃水撃(4)(4)

　（２）　（２）流体工学における流体工学における

　ラピッドプロトタイピング　ラピッドプロトタイピング(4)(4)

　（３）　（３）噴霧器噴霧器(3)(3)

　（４）　（４）性能予測性能予測(4)(4)

　（５）　（５）キャビテーションキャビテーション(4)(4)

　これらのセッションでは特に前刷り原　これらのセッションでは特に前刷り原

稿の投稿は義務付けられていない様で，稿の投稿は義務付けられていない様で，

論文集には特に納められていない．論文集には特に納められていない．またまた

各シンポジウムやフォーラムの中にも各シンポジウムやフォーラムの中にも IEP IEP

セッションとしての併設をうたっているセッションとしての併設をうたっている

セッションがいくつか見られた．セッションがいくつか見られた．初日の初日の

基調講演でも述べられているように，基調講演でも述べられているように，産産

学協同の仲介役としての学会の役割を忠学協同の仲介役としての学会の役割を忠

実に反映した企画セッションであった．実に反映した企画セッションであった．

とかく大学の研究者主体になりがちの日とかく大学の研究者主体になりがちの日

本の学会のオーガナイズドセッションも本の学会のオーガナイズドセッションも

見習う必要があろう．見習う必要があろう．

　シンポジウム，　シンポジウム，フォーラムを通した全フォーラムを通した全

体的な印象としては，体的な印象としては，コンピュータシコンピュータシ

ミュレーションによる解析が非常に多いミュレーションによる解析が非常に多い

ことであろう．ことであろう．計算機を用いた解析は確計算機を用いた解析は確

実に新たな段階に入ったと言って良いだ実に新たな段階に入ったと言って良いだ

ろう．ろう．また実験では，また実験では，流れの超高速度カ流れの超高速度カ

メラによる観察と可視化解析が多く見らメラによる観察と可視化解析が多く見ら

れた．れた．見えない流れをこの目で確かめた見えない流れをこの目で確かめた

いと言う，いと言う，研究者の夢の具現化であろう研究者の夢の具現化であろう

か．か．

５．５．各セソションにおける内容の詳細各セソションにおける内容の詳細

　　F.S.Hover F.S.Hover らら[1][1]は，は， MlT  MlT における流体工における流体工

学研究のロボティクスへの応用に関して，学研究のロボティクスへの応用に関して，

力帰還形の仮想操作システムや魚の泳ぎ力帰還形の仮想操作システムや魚の泳ぎ

方を模して作成され方を模して作成され 15m/s  15m/s 相当の速度で相当の速度で

水中を泳ぐ６自由度のマグロロボット水中を泳ぐ６自由度のマグロロボット

(RoboTuna)(RoboTuna)，， 25g  25g 相当の加速度を出せるカ相当の加速度を出せるカ

マスロボットマスロボット (RoboPike)  (RoboPike) やペンギンロやペンギンロ

ボットボット (PenguinBoat)  (PenguinBoat) を紹介し，を紹介し，魚の泳ぐ魚の泳ぐ

効率や流体力学的な検討を行っている．効率や流体力学的な検討を行っている．

　液体中の粒子を外部から操作する研究　液体中の粒子を外部から操作する研究

に関連してシンポジウムでは１セッショに関連してシンポジウムでは１セッショ

ンが企画されいくつかの興味ある発表がンが企画されいくつかの興味ある発表が

行われていた．行われていた． David B.Thiessen  David B.Thiessen らら[2][2]はこはこ

うした一連の研究のレビューとして，うした一連の研究のレビューとして，振振

動共振や電気的あるいは光学的な手法を動共振や電気的あるいは光学的な手法を

用いた流体中の微小粒子や気泡の操作方用いた流体中の微小粒子や気泡の操作方

法法（マニピュレーション）（マニピュレーション）について述べについて述べ

ている．ている．これらの手法は，これらの手法は，細胞内の遺伝細胞内の遺伝

子操作などに関連する今後の重要な技術子操作などに関連する今後の重要な技術

であろう．であろう．

　　Tiberiu Barbat Tiberiu Barbat らら[3][3]は偏心して回転するは偏心して回転する

円筒シリンダを有するマイクロポンプや円筒シリンダを有するマイクロポンプや

マイクロターピン内の３次元粘性流れのマイクロターピン内の３次元粘性流れの

数値解析を行っている．数値解析を行っている．マイクロマシンマイクロマシン

研究との関係からか，研究との関係からか，流体中の微小粒子，流体中の微小粒子，

マイクロ流路やマイクロ要素内の流れのマイクロ流路やマイクロ要素内の流れの

数値解析に関する研究がいくつか見受け数値解析に関する研究がいくつか見受け

られた．られた． Nail A.Gumerov  Nail A.Gumerov らら[5][5]は２つの回は２つの回

転する円筒シリンダ内の粘性旋回流れの転する円筒シリンダ内の粘性旋回流れの

中の，中の，抗力や質量，抗力や質量，浮力などを考慮した浮力などを考慮した

微小粒子の運動の数学モデルについて検微小粒子の運動の数学モデルについて検

討している．討している．

　流量計としては広く用いられているオ　流量計としては広く用いられているオ



リフィス流量計に関する発表リフィス流量計に関する発表[4][13][14][4][13][14]

がいくつか見受けられた．がいくつか見受けられた．例えば　例えば　EmaEma

TamuraTamura　ら　ら[4][4]はは 0 0～～80Hz 80Hz 程度の振動流程度の振動流

れにおけるオリフィス流量計の計測誤差れにおけるオリフィス流量計の計測誤差

について実験的に検討している．について実験的に検討している．

　　G.Fonda-Bonardi[6] G.Fonda-Bonardi[6] は高速回転タービンは高速回転タービン

用の新しい気体式ベアリングの原理と，用の新しい気体式ベアリングの原理と，

毎分５万回転で回る外径毎分５万回転で回る外径 94mm  94mm の軸を支の軸を支

える気体式ベアリングの実験結果についえる気体式ベアリングの実験結果につい

て報告している．て報告している．

　ボンドグラフで有名なあの　ボンドグラフで有名なあの H.M.Paynter H.M.Paynter

らら[7][7]は，は，ボンドグラフ法と電気回路解析ボンドグラフ法と電気回路解析

法を用いた簡易な，法を用いた簡易な，自動車用流体継手と自動車用流体継手と

トルクコンバータ内の流れ解析用シミュトルクコンバータ内の流れ解析用シミュ

レーションモデルレーションモデル (Fig.1)  (Fig.1) を提案し，を提案し，実験実験

結果と計算結果の比較を行っている．結果と計算結果の比較を行っている．まま

たた Y.Dong  Y.Dong らら[8][8]はプローブによりトルコはプローブによりトルコ

ン内部流れを実際に測定している．ン内部流れを実際に測定している．またまた

M.E.Sylvest M.E.Sylvest らら[10][10]は５つの測定孔をもつは５つの測定孔をもつ

プローブを使って，プローブを使って，ターボ機械内部の非ターボ機械内部の非

定常流れの圧力分布の測定を行っている．定常流れの圧力分布の測定を行っている．

　気液２相流れの数値解析に関しても多　気液２相流れの数値解析に関しても多

くの報告が見受けられる．くの報告が見受けられる． Ferhat M.Erdal Ferhat M.Erdal

らら[9][9]はは Fig.2  Fig.2 に示す，に示す，海底油田において海底油田において

採取される油から気体を分離するための採取される油から気体を分離するための

液体液体・・気体分離器気体分離器  ( G A S - L l Q U I D ( G A S - L l Q U I D

CYLNDRlCAL CYCLONE SEPARATOR) CYLNDRlCAL CYCLONE SEPARATOR) のの

性能を評価するために気液二相流れの数性能を評価するために気液二相流れの数

値シミュレーションを行っている．値シミュレーションを行っている．またまた

M.E.Sylvest M.E.Sylvest らら[11][11]は１相流れの数値解析は１相流れの数値解析

法を拡張して，法を拡張して，リリーフ弁内の圧縮性とリリーフ弁内の圧縮性と

粘性を持つ気液２相流れの解析を行って粘性を持つ気液２相流れの解析を行って

いる．いる．

　キャビテーションに関する報告もいつ　キャビテーションに関する報告もいつ

くか見受けられる．くか見受けられる．たとえばたとえば Zhuang Yun Zhuang Yun

Li Li らら[12][12]はキャビテーション発生を予見はキャビテーション発生を予見

する新たな指標の提案を行い実験的にそする新たな指標の提案を行い実験的にそ

れを検討している．れを検討している．

　以上，　以上，限られたいくつかの文献内容を限られたいくつかの文献内容を

紹介した．紹介した．全体としては，全体としては，計算機を利用計算機を利用

した数値解析による研究が目立った．した数値解析による研究が目立った．



６．６．おわりにおわりに

　この講演会の講演論文前別集は，　この講演会の講演論文前別集は， CD- CD-

ROM ROM １枚に収められ各講演者に配布され１枚に収められ各講演者に配布され

た．た．写真２はこの写真２はこの CD-ROM  CD-ROM のパッケージのパッケージ

である．である．従って会場で重たい講演集を持従って会場で重たい講演集を持

ち運ぶ手間が省け，ち運ぶ手間が省け，その分，その分，熱心に講演熱心に講演

発表に聞き入ることができた．発表に聞き入ることができた．各セッ各セッ

ションとも参加者による非常に活発な討ションとも参加者による非常に活発な討

論が繰り返され，論が繰り返され，著者の一人が発表した著者の一人が発表した

時にも，時にも，同様な研究を行っている関係者同様な研究を行っている関係者

[9][9]がわざわざ発表を聴講しにやってきがわざわざ発表を聴講しにやってき

て，て，様々な疑問点を質問した．様々な疑問点を質問した．この質問この質問

は講演終了後，は講演終了後，ロビーでも続けて行われ，ロビーでも続けて行われ，

共通した研究背景のもと，共通した研究背景のもと，様々な疑問点様々な疑問点

を一つずつ納得してもらい，を一つずつ納得してもらい，非常に有意非常に有意

義な情報交換がてきたことが，義な情報交換がてきたことが，印象的で印象的で

あった．あった．

　なおこの会議は毎年１回，　なおこの会議は毎年１回，ほぼ同じ時ほぼ同じ時

期に開催され，期に開催され，来年は日本機械学会との来年は日本機械学会との

共催により，共催により，７月下旬にサンフランシス７月下旬にサンフランシス

コで開催予定である．コで開催予定である．油空圧の流れ関係油空圧の流れ関係

に興味をお持ちの方々の参加をお勧めしに興味をお持ちの方々の参加をお勧めし

たい．たい．
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　平成　平成1010年春季油空圧講演会が５月２８年春季油空圧講演会が５月２８

目と２９日の２日間，目と２９日の２日間，機械振興会館で開機械振興会館で開

催された．催された．油空圧に関する最新の研究油空圧に関する最新の研究・・開開

発の成果が発表されたが，発の成果が発表されたが，その内で，その内で，本本

報告では油圧報告では油圧・・水圧およびＥＲ流体を含水圧およびＥＲ流体を含

む液圧制御に関する発表について述べる．む液圧制御に関する発表について述べる．

　以下に，　以下に，液圧制御に関連した２３件の液圧制御に関連した２３件の

講演と２件の製品紹介について，講演と２件の製品紹介について，内容別内容別

にまとめて述べる．にまとめて述べる．

油圧要素の基礎的検討油圧要素の基礎的検討

　実験的研究については，　実験的研究については，直動形油圧直動形油圧

サーボ弁の状態量の推定サーボ弁の状態量の推定[1][1]，，キャビテーキャビテー

ションション[2][3][2][3]，，作動油の比熱，作動油の比熱，音速等の測音速等の測

定法定法[4][5][4][5]に関する５件の発表があった．に関する５件の発表があった．

数値シミュレーションによる研究につい数値シミュレーションによる研究につい

ては作動油中の気泡の除去ては作動油中の気泡の除去[6][6]，，粘弾性管粘弾性管

路のモデルに関する発表があった．路のモデルに関する発表があった．

油圧制御システム油圧制御システム

　制御理論の油圧制御系への適用に関し　制御理論の油圧制御系への適用に関し

て，て，ニューラルネットワークを用いた適ニューラルネットワークを用いた適

応制御応制御[8][8]，，スライディングモード制御スライディングモード制御[9][9]

に関する発表があった．に関する発表があった．また，また，油圧制御油圧制御

系の動特性に与える管路の影響に関する系の動特性に与える管路の影響に関する

数値解析について発表があった数値解析について発表があった[10][11][10][11]．．

定圧力制御によるシリンダの制御定圧力制御によるシリンダの制御[12][12]おお

よびハイブリッドカーヘの応用よびハイブリッドカーヘの応用[13][13]に関に関

する発表がなされた．する発表がなされた．応用面に関しては，応用面に関しては，

建設機械に関する研究が目立った．建設機械に関する研究が目立った．アーアー

ムの軌道計画ムの軌道計画[14][15][14][15]，，マスタマスタ・・スレーブスレーブ

制御制御[16][16]とバーチャルリアリティの応用とバーチャルリアリティの応用

[17][17]に関する発表があった．に関する発表があった．また，また，油圧弁油圧弁

式のセミアクティブダンパを用いた車両式のセミアクティブダンパを用いた車両

の振動制御のシミュレーションに関するの振動制御のシミュレーションに関する

発表発表[18][18]があった．があった．今回は，今回は，油圧シミュ油圧シミュ

レーションプログラムに関する発表は，レーションプログラムに関する発表は，

ブロック線図シミュレーションプログラブロック線図シミュレーションプログラ

ムム(BGSP)[19](BGSP)[19]に関する一件のみであっに関する一件のみであっ

た．た．

水圧制御水圧制御・・ＥＲ流体ＥＲ流体

　水圧制御に関して，　水圧制御に関して，水圧ポンプの開発水圧ポンプの開発

[20][20]と潤滑と潤滑[21][22][21][22]に関する３件の発表がに関する３件の発表が

あった．あった．また，また，ＥＲ流体の流動特性に関ＥＲ流体の流動特性に関

する発表する発表[23][23]があった．があった．

製品紹介製品紹介

　　HST[24]HST[24]および流量制御弁および流量制御弁[25][25]に関すに関す

る製品紹介があった．る製品紹介があった．

　以上，　以上，平成平成1010年春季油空圧講演会の液年春季油空圧講演会の液

圧制御関連の発表について概観した．圧制御関連の発表について概観した．基基

礎的な研究が着実に進められているのと礎的な研究が着実に進められているのと

同時に，同時に，制御理論の応用に関しても積極制御理論の応用に関しても積極

的に研究が行われている．的に研究が行われている．また，また，水圧制水圧制

御および御およびERER流体に関する発表も見られ，流体に関する発表も見られ，

従来の油圧制御に加えて，従来の油圧制御に加えて，液圧制御の応液圧制御の応

用範囲がより拡大しており，用範囲がより拡大しており，油空圧技術油空圧技術

のいっそうの進展が期待される．のいっそうの進展が期待される．

参考文献参考文献

11．．黄艶，黄艶，大内英俊大内英俊：：直動形油圧サーボ弁に直動形油圧サーボ弁に

おける状態量の測定，おける状態量の測定，平成平成1010年春季油空圧年春季油空圧

講演会講演論文集，講演会講演論文集，19/21(1998)19/21(1998)

22．．久保賢明，久保賢明，江尻英治，江尻英治，小山隆夫，小山隆夫，谷川邦谷川邦

男男：：内接形歯車ボンブのキャビテーション内接形歯車ボンブのキャビテーション

に関する実験的考察，に関する実験的考察，平成平成1010年春季油空圧年春季油空圧

講演会講演論文集，講演会講演論文集，22/24(1998)22/24(1998)

33．．高橋智，高橋智，鷲尾誠一，鷲尾誠一，岸谷征典岸谷征典：：針状突起針状突起

を使った油のキャビテーション初生の観察，を使った油のキャビテーション初生の観察，

平成平成1010年春季油空圧講演会における油圧に関する研究動向年春季油空圧講演会における油圧に関する研究動向

東北大学　流体科学研究所　早瀬敏幸東北大学　流体科学研究所　早瀬敏幸



平成平成1010年春季油空圧講演会講演論文集，年春季油空圧講演会講演論文集，43/43/

45(1998)45(1998)

44．．比留井仁，比留井仁，鷲尾誠一，鷲尾誠一，高橋智，高橋智，南蓮南蓮：：細細

線法による油の熱物性値の測定，線法による油の熱物性値の測定，平成平成1010年年

春季油空圧講演会講演論文集，春季油空圧講演会講演論文集，37/39(1998)37/39(1998)

55．．東晃平，東晃平，鷲尾誠一，鷲尾誠一，高橋智，高橋智，南蓮南蓮：：超音超音

波を用いた油中音速の測定，波を用いた油中音速の測定，平成平成1010年春季年春季

油空圧講演会講演論文集，油空圧講演会講演論文集，40/42(1998)40/42(1998)

66．．山本彦文，山本彦文，田中豊，田中豊，新井和吉，新井和吉，鈴木隆司鈴木隆司：：

気泡除去装置内の流れ解析，気泡除去装置内の流れ解析，平成平成1010年春季年春季

油空圧講演会講演論文集，油空圧講演会講演論文集，1/3(1998)1/3(1998)

77．．山本耕治，山本耕治，小阪孝幸，小阪孝幸，柴田和昭，柴田和昭，田中和田中和

博博：：粘弾性管モデルの試作，粘弾性管モデルの試作，平成平成 1010年春季年春季

油空圧講演会講演論文集，油空圧講演会講演論文集，34/36(1998)34/36(1998)

88．．赤継紅，赤継紅，池尾茂，池尾茂，桜井康雄，桜井康雄，高橋浩爾高橋浩爾：：

ニューラルネットワークを用いた適応ニューラルネットワークを用いた適応 PIDPID

制御，制御，平成平成 l0l0年春季油空圧講演会講演論文年春季油空圧講演会講演論文

集，集，16/18(1998)16/18(1998)

99．．柳田秀記，柳田秀記，大西秀樹大西秀樹：：電気油圧サーボモー電気油圧サーボモー

タへの周波数成形型スライディングモードタへの周波数成形型スライディングモード

制御理論の適用，制御理論の適用，平成平成1010年春季油空圧講演年春季油空圧講演

会講演論文集，会講演論文集，91/93(1998)91/93(1998)

1010．．王偉民，王偉民，林叡，林叡，早瀬敏幸，早瀬敏幸，飯村彧郎飯村彧郎：：

Various Bifurcation Phenomena in a Direct-ActingVarious Bifurcation Phenomena in a Direct-Acting

Poppet Valve CircuitPoppet Valve Circuit，，平成平成1010年春季油空圧講年春季油空圧講
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型ポペット弁回路の集中定数近似モデルに型ポペット弁回路の集中定数近似モデルに

ついて，ついて，平成平成1010年春季油空圧講演会講演論年春季油空圧講演会講演論

文集，文集，31/33(1998)31/33(1998)

1212．．佐々木邦彦，佐々木邦彦，池尾茂，池尾茂，桜井康雄，桜井康雄，高橋浩高橋浩

爾爾：：定圧力源油圧システムにおけるシリン定圧力源油圧システムにおけるシリン

ダの駆動，ダの駆動，平成平成1010年春季油空圧講演会講演年春季油空圧講演会講演

論文集，論文集，13/15(1998)13/15(1998)
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二，二，江川栄治江川栄治：：油圧ショベルのアーム系の軌油圧ショベルのアーム系の軌
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しゅう動部への適用を目的として），しゅう動部への適用を目的として），平成平成1010

年春季油空圧講演会講演論文集，年春季油空圧講演会講演論文集，7/9(1998)7/9(1998)

2323．．弦巻英雄，弦巻英雄，築地徹浩築地徹浩：：ERER流体の流動状流体の流動状

態と圧力降下，態と圧力降下，平成平成1010年春季油空圧講演会年春季油空圧講演会

講演論文集，講演論文集，10/12(1998)10/12(1998)

2424．．小曽戸博，小曽戸博，藤本俊一，藤本俊一，齋藤宏次齋藤宏次：：一体型一体型

HSTHSTシリーズの開発，シリーズの開発，平成平成1010年春季油空圧年春季油空圧

講演会講演論文集，講演会講演論文集，113/114(1998)113/114(1998)

2525．．吉川康夫，吉川康夫，角龍信之，角龍信之，木原和幸木原和幸：：マイコマイコ
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　平成１０年５月２８目，　平成１０年５月２８目，２９目に開催２９目に開催

された，された，春季油空圧講演会の参加報告を春季油空圧講演会の参加報告を

する．する．空気圧関連の発表は２８日の午後空気圧関連の発表は２８日の午後

および２９日の午前にあり，および２９日の午前にあり，発表件数は発表件数は

１６件で，１６件で，内４件は製品紹介である．内４件は製品紹介である．研研

究発表の内容を大別すると，究発表の内容を大別すると，空気圧を用空気圧を用

いて，いて，あるいは空気圧のためのシステムあるいは空気圧のためのシステム

の開発，の開発，空気圧アクチュエータの制御手空気圧アクチュエータの制御手

法の提案，法の提案，および空気圧機器やシステムおよび空気圧機器やシステム

の特性解析となり，の特性解析となり，従来と同じ傾向とい従来と同じ傾向とい

えるがシステムの開発えるがシステムの開発（およびこのため（およびこのため

の制御手法）の制御手法）に関するものが多かった．に関するものが多かった．過過

去におこなわれたオーガナイズド講演な去におこなわれたオーガナイズド講演な

どの発表者が定着せず，どの発表者が定着せず，あらたな機関のあらたな機関の

参入がないのが残念である．参入がないのが残念である．前述のよう前述のよう

に，に，今回は製品紹介の発表が企画された今回は製品紹介の発表が企画された

が，が，今後も企業からの参加者が増えるこ今後も企業からの参加者が増えるこ

とを期待したい．とを期待したい．最近，最近，Ｙ大のＴ先生，Ｙ大のＴ先生，ＨＨ

市立大のＫ先生など，市立大のＫ先生など，地方の国公立大学地方の国公立大学

に空気圧関連の研究者が赴任されており，に空気圧関連の研究者が赴任されており，

この方々の参加も待ち遠しい．この方々の参加も待ち遠しい．

　講演内容を以後簡単に報告する．　講演内容を以後簡単に報告する．

　まず，　まず，空気圧を用いたシステムの開発空気圧を用いたシステムの開発

に関するものとして，に関するものとして，佐藤ら佐藤ら[1][1]は冗長なは冗長な

駆動機構を持つ腱制御ロボットを開発し駆動機構を持つ腱制御ロボットを開発し

ている．ている．腱制御ロボットは動作部を軽量腱制御ロボットは動作部を軽量

にでき，にでき，冗長性により空気圧アクチュ冗長性により空気圧アクチュ

エータの急発進を抑制できるので福祉用エータの急発進を抑制できるので福祉用

機器などに有効という．機器などに有効という．永井ら永井ら[2][2]は空気は空気

圧アクチュエータを直接人の手により位圧アクチュエータを直接人の手により位

置操作できるシステムを提案し，置操作できるシステムを提案し，介護用介護用

機器などに応用できるとしている．機器などに応用できるとしている．則次則次

らら[3][3]はダイアフラム式のエアースライダはダイアフラム式のエアースライダ

を使った重量物搬送システムが，を使った重量物搬送システムが，段差を段差を

乗り越えるときの空気供給手法を示して乗り越えるときの空気供給手法を示して

いる．いる．高岩高岩[4][4]らは空気圧シリンダを組合らは空気圧シリンダを組合

わせたパラレルリンク機構によるマニわせたパラレルリンク機構によるマニ

ピュレータを使った多自由度倣い作業で，ピュレータを使った多自由度倣い作業で，

位置と力のハイブリッド制御をおこなっ位置と力のハイブリッド制御をおこなっ

ている．ている．川中川中[5][5]らはロッドレスシリンダらはロッドレスシリンダ

により送られる小型のシリンダでマレッにより送られる小型のシリンダでマレッ

トをたたくシロフォンの自動演奏ロボットをたたくシロフォンの自動演奏ロボッ

トを開発した．トを開発した．マレットを鍵盤の間で，マレットを鍵盤の間で，多多

点式に高速移動ができるよう，点式に高速移動ができるよう，制御系の制御系の

極配置制御をおこなった．極配置制御をおこなった．奈良ら奈良ら[6][6]はフはフ

レキシブルマイクロアクチュエータを，レキシブルマイクロアクチュエータを，

力感覚呈示グローブのアクチュエータと力感覚呈示グローブのアクチュエータと

して使ったシステムを使い，して使ったシステムを使い，圧力制御に圧力制御に

より力の呈示が可能であったと報告した．より力の呈示が可能であったと報告した．

空気圧システムの評価のため，空気圧システムの評価のため，香川ら香川ら[7][7]

は異なった湿度にした空気を，は異なった湿度にした空気を，フィードフィード

バック制御により混合して任意の湿度のバック制御により混合して任意の湿度の

空気を発生できるシステムを開発し，空気を発生できるシステムを開発し，湿湿

度の精度が度の精度が 0.2g/m 0.2g/m33  以内にできると報告以内にできると報告

した．した．

　空気圧アクヱュエータの制御手法に関　空気圧アクヱュエータの制御手法に関

するものでは，するものでは，吉満ら吉満ら[8][8]は電磁弁を使っは電磁弁を使っ

てシリンダを駆動するとき，てシリンダを駆動するとき，最大原理を最大原理を

用いて設計した最短時間制御と，用いて設計した最短時間制御と，従来か従来か

ら提案されている最小エネルギ制御の特ら提案されている最小エネルギ制御の特

性比較をおこなっている．性比較をおこなっている．早川ら早川ら[9][9]は空は空

気圧シリンダのスライディングモード制気圧シリンダのスライディングモード制

御系の負担軽減のために，御系の負担軽減のために，加速度の代わ加速度の代わ

り圧力差を利用するのが有効であると提り圧力差を利用するのが有効であると提

案している．案している．

　空気圧システムの特性解析や特性改善　空気圧システムの特性解析や特性改善

平成平成 1010年度春季油空圧講演会参観記年度春季油空圧講演会参観記((空気圧編空気圧編))

明治大学理工学部　小山　紀明治大学理工学部　小山　紀



をおこなうものとして，をおこなうものとして，闇ら闇ら[10][10]は比例は比例

制御弁を使ったときの負荷側圧力の立上制御弁を使ったときの負荷側圧力の立上

がりと立下がりの応答時間の違いを指摘がりと立下がりの応答時間の違いを指摘

し，し，これを改善するため非対称構造を持これを改善するため非対称構造を持

つ弁を提案している．つ弁を提案している．荒木ら荒木ら[11][11]は非常は非常

にストロークが短い空気圧シリンダにつにストロークが短い空気圧シリンダにつ

いて，いて，シリンダ内圧力分布が生じることシリンダ内圧力分布が生じること

を示し，を示し，応答を改善できる形状について応答を改善できる形状について

検討している．検討している．米田ら米田ら[12][12]は分岐を持つは分岐を持つ

空気圧管路の圧力応答を解析し，空気圧管路の圧力応答を解析し，従来の従来の

有効断面積法では非対称な分岐の場合有有効断面積法では非対称な分岐の場合有

意な誤差を生じると指摘した．意な誤差を生じると指摘した．

　製品紹介では，　製品紹介では，薄型薄型・・コンパクトで軽コンパクトで軽

量なロッドレスシリンダ量なロッドレスシリンダ[13][13]，，マイクロマイクロ

プロセッサによりタイミング制御する空プロセッサによりタイミング制御する空

気圧シリンダを組込み，気圧シリンダを組込み，利用者の歩行速利用者の歩行速

度に適応できる義足度に適応できる義足[14][14]，，クッションにクッションに

ゴムの弾力と空気の圧縮性を組合わせてゴムの弾力と空気の圧縮性を組合わせて

シリンダの省スペースがはかれるエアーシリンダの省スペースがはかれるエアー

クッションクッション[15][15]，，および，および，最近の製品にお最近の製品にお

けるデザイン，けるデザイン，機能，機能，および二一ズへのおよび二一ズへの

対応などの動向報告対応などの動向報告[16][16]があった．があった．

　会期中にも総会などの行事や来年開催　会期中にも総会などの行事や来年開催

される国際会議の組織委員会などがおこされる国際会議の組織委員会などがおこ

なわれた．なわれた．お忙しい中でこの講演会を運お忙しい中でこの講演会を運

営された皆様や事務局の方々，営された皆様や事務局の方々，どうもごどうもご

苦労さまでした．苦労さまでした．
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１．１．概要概要

　標記講演会が平成１０年７月２９日　標記講演会が平成１０年７月２９日

（水）（水）から３１日から３１日（金）（金）にかけて，にかけて，千葉の千葉の

海外職業訓練協会海外職業訓練協会 (OVTA)  (OVTA) において開催において開催

された．された．計測自動制御学会は会員数が一計測自動制御学会は会員数が一

万人ほどの学会であるが，万人ほどの学会であるが，毎年開催され毎年開催され

る標記学術講演会には非常に多くの参加る標記学術講演会には非常に多くの参加

者がある．者がある．今年は，今年は，一般セッション論文一般セッション論文

が２９８件，が２９８件，国際セッション論文が７６国際セッション論文が７６

件，件，オーガナイズドセッション論文が８オーガナイズドセッション論文が８

６件もある．６件もある．予稿集も３分冊になってお予稿集も３分冊になってお

り，り，うち１冊が国際セッション論文にあうち１冊が国際セッション論文にあ

てられている．てられている．論文のページ数は１件あ論文のページ数は１件あ

たり２ページ，たり２ページ，国際セッション論文は６国際セッション論文は６

ぺージであるが，ぺージであるが，これだけ多数の論文にこれだけ多数の論文に

なると予稿集も大部なものになる．なると予稿集も大部なものになる．そのその

ためか，ためか，今年から今年から CD-ROM  CD-ROM 版か配布され版か配布され

た．た．今回は試行のようで，今回は試行のようで，受付でアンケー受付でアンケー

トに答えると無料で配布された．トに答えると無料で配布された．

２．２．オーガナイズドセッションオーガナイズドセッション

　さて，　さて，計測自動制御学会で本学会に関計測自動制御学会で本学会に関

連する部会として流体計測部会と流体制連する部会として流体計測部会と流体制

御部会かある．御部会かある．今年も，今年も，両部会の合同企両部会の合同企

画によるオーガカナイズドセッションが画によるオーガカナイズドセッションが

開 催 さ れ た ．開 催 さ れ た ． セ ッ シ ョ ン 名 は ，セ ッ シ ョ ン 名 は ，

「「FLUCOME-J SlCEFLUCOME-J SlCE’’9898」」である．である．これまこれま

でのでの OS  OS 名は流体計測名は流体計測・・流体制御という，流体制御という，

読んで字のごとしであったが，読んで字のごとしであったが，今年から今年から

こ の よ う な 名 称 に 変 更 さ れ た ．こ の よ う な 名 称 に 変 更 さ れ た ．

““FLUCOMEFLUCOME””は，は，３年ごとに開催される３年ごとに開催される

流体の計測と制御，流体の計測と制御，可視化に関する国際可視化に関する国際

シンポジウムで，シンポジウムで，第１回東京，第１回東京，第２回シェ第２回シェ

フィールド，フィールド，第３回サンフランシスコ，第３回サンフランシスコ，第第

４回ツールーズ，４回ツールーズ，そして昨年第５回目がそして昨年第５回目が

神奈川神奈川・・葉山で開催された国際シンポジ葉山で開催された国際シンポジ

ウムである．ウムである．日本における主催学会は計日本における主催学会は計

測自動制御学会であり，測自動制御学会であり，おもに流体計測おもに流体計測

部会と流体制御部会がその活動母体と部会と流体制御部会がその活動母体と

なっている．なっている．そのようなことから，そのようなことから， OS  OS 名名

を前述のごとく刷新し，を前述のごとく刷新し，FLUCOMEFLUCOMEの日の日

本版本版（だから（だから J Jがが  付いている）付いている）をこの学をこの学

術講演会で開こうということである．術講演会で開こうということである．

３．３．関連論文関連論文

　さて，　さて，そのその「「FLUCOME-J SlCEFLUCOME-J SlCE’’9898」」  でで

は１２件の論文発表があった．は１２件の論文発表があった．それらのそれらの

データを参考文献１から１２に掲載する．データを参考文献１から１２に掲載する．

論文構成は年によって違うが，論文構成は年によって違うが，今年は空今年は空

気圧に関する論文が５件気圧に関する論文が５件（２，（２，４－６，４－６，

８），８），新型弁に関する論文が２件新型弁に関する論文が２件（１，（１，３），３），

管路のシミュレーションの論文が２件管路のシミュレーションの論文が２件

（９，（９，１０），１０），インクジェットの噴流に関インクジェットの噴流に関

する論文する論文（７），（７），燃料電池の論文燃料電池の論文（１１），（１１），

フルイディック流量計フルイディック流量計（１２）（１２）がそれぞがそれぞ

れ１件である．れ１件である．

　また一般セッションで流量　また一般セッションで流量・・圧力計測圧力計測

に関する論文か発表された．に関する論文か発表された．それらのそれらの

データを参考文献１３から１７に掲載すデータを参考文献１３から１７に掲載す

る．る．流量計に関する論文流量計に関する論文（１４－１６）（１４－１６）かか

３件，３件，可視化に関する論文可視化に関する論文（１３）（１３）と新と新

型弁に関する論文型弁に関する論文（１７）（１７）かそれぞれ１かそれぞれ１

件である．件である．

　これらの発表の大きな割合を占める論　これらの発表の大きな割合を占める論

文の傾向をまとめると文の傾向をまとめると

　　１．　　１．空気圧サーボ系空気圧サーボ系

　　２．　　２．流量計流量計

SlCESlCE’’9898

計測自動制御学会　第３７回学術講演会　参加記計測自動制御学会　第３７回学術講演会　参加記

横浜国立大学　真田　一志横浜国立大学　真田　一志



であろう．であろう．

　一方，　一方，計測自動制御学会という関係か計測自動制御学会という関係か

ら本学会ではなかなか見られない論文もら本学会ではなかなか見られない論文も

ある．ある．今年の場合は今年の場合は ,,エネルギー間題エネルギー間題 ,,環環

境問題で注目されている燃料電池の水境問題で注目されている燃料電池の水・・

蒸気系のモデリングに関する論文蒸気系のモデリングに関する論文（１１）（１１）

がそれであろう．がそれであろう．流体システムのモデリ流体システムのモデリ

ングの観点で非常に興味深い論文である．ングの観点で非常に興味深い論文である．
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